
みんなの広場

●
投
稿
先
・
町
田
勝
男
　
上
富
四
一
五
―
一
　
☎
（
二
五
八
）
二
五
三
〇

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
に
一
首
、
電
話
番
号
明
記
。

歌 

壇

●
投
稿
先
・
林 

保
　
上
富
六
六
六
　
☎
（
二
五
八
）
四
一
七
九

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
楷
書
で
一
句
。
漢
字
に
は
全
て
ル
ビ
を
ふ
り
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
添
削
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

俳 

苑

沖
野
　
澄
江

石
川
　
靖
子

嶋
村
　
徳
樹

西
片
　
和
子

金
谷
　
善
満

森
下
　
　
茂

伊
藤
　
幸
子

中
西
　
靖
子

宮
下
　
富
子

斉
藤
　
信
乃

針
田
　
　
晃

野
尻
　
光
之

島
津
　
和
子

五
ノ
井
　
節
子

亀
原
　
美
枝
子

志
村
　
美
代
子

平
井
　
昌
雄

荒
谷
　
和
己

坂
田
　
ふ
み
子

窪
田
　
如
春

おたよりだより
広報みよしに寄せられた声をお届け！

FROM READERS

◆
今
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
孫

の
好
き
嫌
い
が
激
し
く
、
と
て
も

心
配
し
て
い
ま
す
。
食
の
大
切
さ

を
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
知
る
た

め
に
、
今
後
も
「
食
育
」
の
授
業

を
継
続
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。(

PN
大
和
さ
ん)

１
月
号
の
教
育
だ
よ
り
は

「
食
育
」
特
集
だ
っ
た
ね
。

食
べ
る
事
や
食
物
の
事
を
楽
し
く

勉
強
し
た
ら
、
好
き
嫌
い
も
少
な

く
な
る
か
も
し
れ
な
い
よ
ね
。

◆
斬
新
な
新
成
人
の
シ
ョ
ッ
ト
の

表
紙
に
感
動
！
さ
す
が
、
あ
り
き

た
り
の
“
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
で
集
合

写
真
”
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
三
芳

ら
し
い
で
す
ね
。
雪
が
降
っ
て
も

ホ
ワ
イ
ト
成
人
式
な
ん
て
前
向
き

に
受
け
止
め
て
い
て
羨
ま
し
い
で

す
。（
富
士
見
市
Ｓ
さ
ん
）

表
紙
が
素
敵
な
笑
顔
の
お

兄
さ
ん
と
お
姉
さ
ん
の
写

真
だ
っ
た
よ
ね
。
雪
が
降
っ
た
ホ

ワ
イ
ト
成
人
式
は
、
一
生
の
思
い

出
に
な
る
ね
。

◆
み
よ
し
ご
は
ん
、
あ
ま
り
手
間

が
か
か
ら
ず
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。(

北
永
井
Ａ
さ
ん)

前
回
は
“
サ
ツ
マ
イ
モ
の

揚
げ
パ
イ
”
だ
っ
た
ね
。

外
は
サ
ク
サ
ク
、
中
は
サ
ツ
マ
イ

モ
餡
の
甘
み
が
マ
ッ
チ
し
て
い
て

絶
妙
に
美
味
し
か
っ
た
よ
。
ぼ
く

の
お
や
つ
に
ピ
ッ
タ
リ
だ
っ
た

よ
。
み
ん
な
も
、
作
っ
て
食
べ
て

み
て
ね
～
♪

◆
今
回
の
成
人
式
特
集
が
良
か
っ

た
で
す
。
我
が
家
の
子
ど
も
た
ち

が
成
人
式
を
迎
え
る
時
に
も
、
こ

の
よ
う
に
心
温
ま
る
式
だ
と
い
い

な
と
思
い
ま
し
た
。(

藤
久
保
Ｗ

さ
ん)

お
姉
さ
ん
た
ち
の
振
袖
姿

が
と
て
も
素
敵
だ
っ
た
よ

ね
。わ
た
し
も
20
才
に
な
っ
た
ら
、

可
愛
い
振
袖
が
着
た
い
な
。
思
い

出
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
は
少
し
恥

ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

続
け
て
ほ
し
い
ね
。

◆
毎
月
の
広
報
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。
広
報
を
す

み
ず
み
ま
で
読
み
、
知
識
が
広

が
っ
て
と
て
も
楽
し
い
で
す
。
友

人
に
も
勧
め
て
い
ま
す
。(

北
永

井
Ｏ
さ
ん)

毎
月
広
報
の
ご
愛
読
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
担
当
者
は
、
み
ん
な
か
ら
の

“
お
た
よ
り
”
を
励
み
に
広
報
を

作
っ
て
い
る
ん
だ
っ
て
。
だ
か
ら

沢
山
の
投
稿
を
待
っ
て
る
ね
。

サツマイモのコロコロサラダ

【まちの掲示板掲載について】宗教団体・政治団体・営利目的の投稿はご遠慮ください。
１団体につき、年間１回まで先着順で掲載できます。※ 100 字以内。要点のみの掲載と
なる場合もあります。予めご了承ください。◆紙面の予約は前々月の 10 日まで受け付け
ます。なお、予約は先着順となりますのでご了承ください。（土・日・祝日の場合はその
前日）【申込み・問い合わせ】政策秘書室秘書広報係☎ 258-0019（内線 313）

３月1日から切り絵展を開催しま
す。ぜひ、お越しください。

3月1日㈮～３月8日㈮ただし1
日は12:00から、8日は15:00ま
で 藤久保公民館《会員募集》

入会金千円、年600円
志村☎258-8990

3月9日㈯～3月18日㈪10:00
～17:00(最終日15:00まで) 藤
久保公民館《会員募集》初心者の
人も大歓迎。ぜひ、ご連絡くださ
い。『写真は楽しく』をモットー
に撮影会、定例会、写真展を行っ
ています。 千葉☎259-3752

お茶を飲みながら、懇談、カラオ
ケ、交流をします。簡単なお菓子
作りも行います。

毎月1回土曜日13:30～15:30
上富３区第１集会所
西片☎259-6079

自然や地域社会の中で野営活動、
奉仕・地域貢献等の活動をするこ
とにより「共生の能力」を身につ
けていきます。 月2～3回(日曜
日が主) 就学前児童から中学生

小平☎090-2305-0099

三芳切り絵の会 カメラ三芳写真展

ボーイスカウト三芳団
隊員募集 ( 見学随時可 )

まちの掲示板

➊さつまいもを皮のまま一口大に切り、

ごぼうは乱切りにして水にさらした後、

水気をよく取ってから素揚げにする。

➋ブロッコリーをゆで、豆苗（又はかい

われ大根）は根元をカットしておく。

➌マヨネーズとしょう油を混ぜる。
➍➊・➋を合わせる。
➎食べる直前に、➌で和えて出来上がり。

協働のまちづくり

教育文化グループ
　
私
達
は
、“
子
ど
も
の
学
習
支
援
”と“
地

域
文
化
を
知
っ
て
伝
え
る
”
と
い
う
二
つ

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

  

“
子
ど
も
の
学
習
支
援
”
で
は
一
緒
に

宿
題
を
行
っ
た
り
、
話
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。「
地
域
文
化
を
知
っ
て
伝
え
る
」

活
動
は
「
三
芳
の
学
校
ー
歴
史
講
座
ー
」

を
行
い
、
今
年
の
４
月
で
一
区
切
り
つ
き

ま
す
。

　
来
年
度
は
、
こ
の
講
座
か
ら
得
た
も
の

を
元
に
し
て
、
町
内
の
史
跡
や
名
所
を

巡
っ
た
り
、「
町
の
自
慢
」
を
募
集
し
、

町
を
再
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
考
え
て
い

ま
す
。

教
育
文
化
グ
ル
ー
プ
・
代
表
藤
崎
滋

男
☎
０
７
０(

６
４
６
６)

７
１
２
４

ま
た
は
文
化
財
保
護
課 

☎
（
２
５
８
）

６
６
５
５
／
こ
ど
も
支
援
課
（

１
６
２
）

machi
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みよしごはん
お手軽で簡単な料理をご紹介！

 広報クイズ 
身近な地域で住民同士が支え合うことを

何といいますか？

〒 354-8555
秘書広報「広報クイズ３月号」係
< メールでの申込みの場合 >
hisyo@town.saitama-miyoshi.lg.jp

「　○助　」
【応募方法】○に入る言葉を記入の上、
住所、氏名、年齢、「広報みよし」の感
想、おたより、ペンネームを書いて、3月
15日㈮までに下記にはがき(消印有効)ま
たはメールでご応募ください。

クイズ正解者・おたより・イラスト掲載
者の中から抽選で５人に、図書券 500
円分が当たります。※当選結果は発送を
もって代えさせていただきます。

QR コードでクイズや　
おたよりを簡単に応募　
することができます。

件名→「広報クイズ3月号係」まで

Ｑ

2月号の答えは『成人式』。
応募総数17人、正解者は17人でした。

広報みよしが県広報コンクール３部門で特選 (1 位 ) と入選！

作り方

みんなの広場
Everyone

【材料】(4 人前 )
サツマイモ･･････ １本
ブロッコリー･･1/4 房
ごぼう･･････････ 1 本
豆苗（または、かいわれ
大根）･･･････ 1 パック
揚げるための油･･ 適量

【ドレッシング】
マヨネーズ･･････ 大 2
しょう油････････ 大 2

二
つ
三
つ
仕
来
た
り
破
り
年
用
意

小
春
日
に
経
唱
え
急せ

く
尼
僧
か
な

老
の
春
浮
草
人
生
尚
楽
し

塀
一
杯
年
賀
の
大
書
き
材
木
屋

寒
波
来
て
庭
の
地
肌
も
傷
み
を
り

あ
り
が
た
き
友
と
の
絆
年
明
け
る

平
成
も
四
半
世
紀
や
実
南
天

大
太
鼓
護
摩
焚
く
炎
初
詣

一
念
を
神
に
募つ
の

る
る
初
詣

何
も
可
も
心
急
か
さ
る
年
の
暮

根
深
汁
煮
焚
ぎ
る
鍋
や
香
り
立
つ

眩
し
さ
に
顔
を
背
け
て
秋
夕
日

ま
わ
り
見
て
そ
つ
と
飛
び
出
す
焼
芋
屋

実
南
天
ゆ
ら
し
て
飛
び
立
つ
鳥
の
影

土か
わ
ら
け器

を
投
げ
て
笑
顔
の
初
詣

初
詣
柄
杓
の
音
も
澄
み
渡
り

今
の
世
も
家
風
を
繋つ
な

ぐ
雑
煮
か
な

小
春
日
や
駆
け
出
す
孫
に
追
い
付
け
ず

塵
の
無
き
寺
の
片
隅
冬
牡
丹

余
生
な
ほ
夢
限
り
な
し
初
日
記

小
春
日
に
洗
濯
物
の
影
揺
れ
て
雲
な
き
宙そ
ら

の
青
を
吸
い
込
む

祗
王
祗
女
小こ
が
う督

の
局
つ
ぼ
ね

と
尋
ね
ゆ
く
嵯
峨
野
の
道
を
時
雨
が
過
ぐ
る

恙つ
つ
がな

く
過
ぎ
来
し
年
よ
願
は
く
ば
来
る
年
も
ま
た
健
や
か
な
ら
ん

秋
深
し
短
き
日
脚
に
わ
が
影
は
ぼ
ん
や
り
と
し
て
生
気
の
混
迷

今
年
も
寒
さ
ひ
と
し
ほ
厳
し
北
よ
り
の
寒
気
団
じ
っ
と
居
据
わ
り
て
を
り

能
筆
の
先
輩
よ
り
か
細
き
文
届
き
最
後
の
歌
で
す
さ
よ
う
な
ら
と

電
気
消
し
暗
闇
の
部
屋
の
あ
ち
こ
ち
に
怪
獣
の
ご
と
赤
い
光
が

歌
舞
伎
界
の
大
御
所
去
り
て
今
は
た
だ
過
去
の
舞
台
に
想
い
め
ぐ
ら
す

同
窓
会
に
つ
ど
ひ
し
母
校
は
消
失
し
校
門
の
み
が
わ
れ
を
迎
へ
ぬ

豪
雪
に
苦
し
む
地
方
と
裏
腹
に
雪
の
降
る
日
を
児
ら
は
待
ち
を
り

上
村
　
理
恵
子

西
尾
　
慶
子

泉
　
　
　
郁
子

吉
田
　
和
代

布
川
　
明
男

井
上
　
悦
子

折
田
　
和
子

西
川
　
扇
寿
紀

島
嵜
　
恵
子

高
山
　
正
彦

ふれ合いサロン“きぼう”

今回はご当地グ
ルメの予選会に
参加した“サツ
マイモのコロコ
ロサラダ”を紹
介。この料理を
発案したのは重
久さんです。
ポイントは「サツマイモを揚げ
る時に泡が少なく音が小さくな
るまでじっくり揚げること」サ
ツマイモとゴボウの食感を楽
しみながら、食物繊維もたくさ
んとれます。

平成 25年全国広報コンクール埼玉県推薦作品が決定し、県内自治
体を対象に、応募総数 56作品の中から、広報みよしが 2部門で特
選、1部門で入選し、広報紙部門は2年連続の特選、写真部門の特選・
入選は初めて選ばれました。このうち、広報紙部門、組み写真部門
の作品は全国広報コンクールに、埼玉県推薦作品として提出される
ことに。全国の結果は５月頃の予定です。

広報部門 特選
３月号

子育て特集

１枚写真部門 ２席
11 月号

児童虐待月間写真

組み写真部門 特選
12 月号

竹間沢車人形特集

嬉しいお知らせ 祝


